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１ 目 的 

 ユネスコの政府間海洋学委員会（IOC）が提

唱する「海洋リテラシー」を育むための学習方

法が世界的に求められている。そのため，海洋

リテラシーを身に付けるための理科教材の開

発が盛んに行われている。その中でも，海の生

き物のカード型教材は生物どうしのつながり

を楽しく学べるという利点がある。しかし，生

き物の大きさがわからないこと，動画や写真を

見ることができないこと，教科書との関連付け

が明確でなく学校の授業で活用しにくいとい

う課題があった （松浦&Tupas 2022）。本研究で

は，海洋リテラシーの原則項目 5 「海洋は豊か

な生物多様性と生態系を支えている」を身に付

けられるカード型教材の開発を目的としてい

る。 

 

２ 方 法 

 函館の磯で採取した生き物や青森県営浅虫

水族館に展示されている生き物を写真や動画

で撮影し，プレゼンテーションソフトを用いて

海の生き物のカード型教材を作成した。 

 

３ 結 果 

図 1 に作成した海の生き物のカード型教材

を示す。カードのおもて面には，生き物の写真

とともに，生物名とスケールバーを表記した。

裏面には，QRコードと選択式の発問を表記し 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。QR コードをタブレット等で読み取ること

で，生き物の動画や写真を見ることができる。

また，発問は 4問に絞り，生き物の体の表面の

つくりや呼吸方法，餌，仲間にはどんな生き物

がいるかなどを問う内容にした。 

 

４ 考 察 

 作成したカード型教材には，スケールバー

や動画で見られることから，実際の生き物の大

きさや動きなど，実物のイメージを持ちやすく

なることが期待できる。また，発問の内容を学

習指導要領の第二分野「(1)いろいろな生物と

その共通点」と「(7)自然と人間」で扱う内容

としたことで，教科書に準拠した教材になった

と考えられる。 
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図 1 作成した海の生き物のカード型教材 
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